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第
4
0
回
お
お
の
城
ま
つ
り

「
市
民
の
ま

つ

り
」
で
盛
り
上
が
ろ
う

　

大
野
の
夏
を
彩
る
「
お
お
の
城
ま
つ
り
」

が
今
年
で
四
十
回
目
を
迎
え
ま
す
。
昨
年

行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
城
ま
つ
り
は

観
光
で
は
な
く
市
民
の
ま
つ
り
」
と
の
回

答
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。

　

今
年
は
記
念
事
業
と
し
て
「
提
灯
行
列

と
人
文
字
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
民

総
出
で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

特集おおの城まつり

「
伝
統
」
と
「
マ
ン
ネ
リ
化
」

　

今
や
、
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
て
い
る
城
ま
つ
り
は

昭
和
四
十
三
年
、
越
前
大
野
城
の

再
建
を
機
に
始
ま
り
ま
し
た
。
以

来
、
チ
ビ
ッ
コ
の
ど
自
慢
や
カ
ー

ニ
バ
ル
、
大
名
行
列
な
ど
、
市
民

参
加
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
「
ま
つ
り
が

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
の
で
は
」

と
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
で
は

市
民
参
加
に
よ
る
委
員
会
の
再
編

の
ほ
か
、
次
の
六
点
を
課
題
と
し

て
位
置
付
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▼
来
場
者
の
減
少
傾
向
に
対
す
る

歯
止
め
対
策

▼
踊
り
、
生
音
頭
関
係
者
の
後
継

者
育
成

▼
市
民
総
参
加
の
ま
つ
り
と
し
て

の
対
策

「越前おおのおどり」会場の六間通りは、子どもから大人まで踊りの輪が広がります。



特集 おおの城まつり

40周年記念事業など

今年の日程・行事
8月13日－16日

8／13

（月）
おおの大花火大会

　

「おおの城まつり」の開幕を告げる大花火大会

です。スターマインや7号、8号玉など4000

発が夜空に輝きます。

時間午後7時30分－

場所真名川憩いの島

※当日はシャトルバスを運行します。詳しい時間帯は城

まつりのパンフレットをご覧ください

※荒天の場合は、14日（火）に延期となります

8／15

（水）

8／16

（木） 越前おおのおどり

　

踊り会場の六間通りは、踊りの輪でいっぱい

となります。またくつろぎの場として「ふるさ

と味パーク」を開設します。

時間両日とも午後7時30分－11時

※ふるさと味パークは午後4時－10時
場所六間通り

8／15

（水）

記念事業「提灯行列と人文字」
午後6時－

　

40周年を記念して「提灯行列と人文字」イ

ベントを開催します。現在、参加者を募集中。
詳しくはお問い合わせください。

問おおの城まつり実行委員会（TEL66・1230）

市制40周年を記念して始まった「大花火大会」。今では

大野の夏に欠かせない風物詩となっています。

城まつりの期間中、市内各地でさまざま

な協賛事業が開催されます。15、16日に

開催される「寺町万灯会」もその一つ

▼
城
ま
つ
り
を
後
世
ま
で
残
す
た

め
の
対
策

▼
ま
つ
り
の
時
期

▼
ま
つ
り
の
会
場

全
世
帯
を
対
象
に

　

実
行
委
員
会
で
は
昨
年
十
二
月
、

全
世
帯
（
一
万
千
五
百
五
十
三
世

帯
）
を
対
象
に
、
ま
つ
り
に
対
す

る
考
え
方
や
事
業
の
あ
り
方
な
ど

を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
そ

の
結
果
、
半
数
を
超
え
る
五
三
．

四
％
（
六
千
百
七
十
一
世
帯
）
か

ら
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
と
回
答
と
し
て
▼

踊
り
会
場
は
現
状
（
六
間
通
り
）
で

よ
い
九
四
％
▼
ま
つ
り
の
開
催

期
間
は
現
状
（
十
三
日
、
十
五

日
、
十
六
日
）
で
よ
い
八
六
％
▼

城
ま
つ
り
は
観
光
で
は
な
く
、

市
民
の
ま
つ
り
と
考
え
て
い
る

八
三
％
▼
踊
り
の
開
催
期
間
は
現

状
（
十
五
、
十
六
日
の
二
日
間
）

で
よ
い
七
八
％
－
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。
（
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、

現
状
の
城
ま
つ
り
で
よ
い
と
考
え

る
意
見
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。

今
年
は
「
行
列
と
人
文
字
」

四
十
回
を
迎
え
る
今
年
は
、
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
「
提
灯
行

列
と
人
文
字
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
総
勢
千
人
の
市
民
が
ち

ょ
う
ち
ん
を
持
っ
て
市
内
を
練
り

歩
き
、
学
び
の
里
「
め
い
り
ん
」
で

人
文
字
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
実
行

委
員
会
で
は
現
在
、
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
協
賛
事
業
と
し
て

各
地
区
の
夏
ま
つ
り
や
「
越
前
お

お
の
そ
ば
ま
つ
り
2
0
0
7
」
な
ど

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
積
極
的
に
足

を
運
ん
で
“
自
分
た
ち
の
ま
つ

り
”
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

問
お
お
の
城
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
T
E
L
6
6
・
1
2
3
0
）



特集おおの城まつり

アンケート結果・概要
実施時期：平成18年12月

調査方法：区長を通じた配布、回収

対象者数：市内全世帯（11，553世帯）

回収率：53．4％（6，171世帯）
【城まつり全体】

Q．このまつりは「市民のまつり」ですか、そ

れとも「観光的なまつり」ですか？

…市民のまつり83％、観光的なまつり17％

Q．まつりの期間は？

…現状通り86％、土日開催がよい14％

Q．今後取り入れるとよい企画や意見、まつり

全体への要望など（自由記載）

【越前おおのおどり】

Q．おどりの期間は？

…現状通り78％、3日に延長12％、1日に短

縮7％、その他3％

自由
意見
・毎年楽しみ。今のままでよい（10代・女性）

・帰省する人も旧盆の楽しみとなっているの

では。ずっと続けてほしい（30代・女性）

・市民のまつりとして、市民が参加して踊れ

ればそれでよいのでは（40代・男性）

・まつりで旧友や友達に会えるので、ずっと

続けてほしい（50代・女性）

・今の時代に合わない盆踊りはやめて、人気

タレントで集客すべきでは（20代・女性）

・踊りの種類を減らして、当地以外の人も輪

に入りやすくすべきでは（30代・男性）

・駐車場を多くしてほしい（40代・女性）

・城まつりなので、亀山での行事があっても

よいのでは（30代・女性）

・若者が集まるようなイベントを開催してみ

ては（10代・男性）

・子どもが参加したくなるようなものがあれ

ば親も参加するのでは（40代・男性）

・花火会場を往復するシャトルバスをチケッ

ト制にして乗ってきたバスに帰りも乗れる

ようにしてほしい（20代・男性）

・もっとライトアップしてにぎやかにしてみ

ては（20代・女性）

・踊りを知らないので、学校の授業で子ども

が教えてもらえれば一緒に踊ってみようと

思うかも（30代・女性）

・大野にゆかりのある人をゲストに呼んでみ

ては（40代・男性）

Q．おどりの時間帯は？

…現状通り83％、ほかの時間帯17％

Q．おどりの会場は？

…現状通り94％、

ほかの場所6％

Q．会場の広さは？

…ちょうどよい

73％、狭い22％、

広い5％

Q．曲数は？

…4曲86％、3曲

7％、2曲6％、

1曲1％

Q．生音頭は必要？

…絶対必要66％、

特に必要なし34％

まとめ

城まつりは「市民のまつり」との回答が83％を占

め、越前おおのおどり（67％）や大花火大会（57％）の

行事への参加が多い結果が出ました。開催日程も現

状のままでよいとの結果が多数を占めました。

城
ま
つ
り
4
0
年

・
越
前
大
野
城
の
再
建
を
き
っ

か
け
に
第
一
回
開
催
。
カ
ー

ニ
バ
ル
や
チ
ビ
ッ
コ
の
ど
自

慢
、
亀
山
で
の
宝
探
し
な
ど
、

城
を
中
心
に
多
彩
な
催
し
を

開
催
（
昭
和
4
3
年
）
。

・
「
大
野
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
城
ま
つ
り
に
」
な
ど
の
声

が
上
が
り
、
越
前
お
お
の
お

ど
り
が
ま
つ
り
の
中
心
に
。

期
間
も
八
月
一
日
か
ら
十
六

日
ま
で
の
十
六
日
間
、
市
内

九
カ
所
の
広
場
な
ど
で
開
催

（
昭
和
4
8
年
）
。

・
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
「
う
ぐ
ピ
ー
」
誕
生

（
平
成
3
年
）
。
6
年
に
は

新
妻
に
「
う
め
ピ
ー
」
が
誕

生
。
こ
の
年
、
市
制
四
十
周

年
を
記
念
し
花
火
大
会
開
催
。

・
「
五
番
」
「
七
間
」
「
四
番
」
「
六

間
」
の
各
通
り
を
「
ま
ち
な
み

会
場
」
と
し
て
結
び
、
踊
り

の
輪
で
つ
な
ぐ
（
平
成
1
5
年
）
。

・
日
中
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
踊

舞
響
乱
」
開
催
（
平
成
1
7
年
）
。



平
成
2
0
年
4
月
採
用
・
職
員
募
集

一
般
職

採
用
予
定
人
員

▼
事
務
四
人
程
度
（
う
ち
身
体

障
害
者
対
象
一
人
程
度
）

▼
土
木
一
人
程
度

受
験
資
格
（
日
本
国
籍
が
な
く
て

も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

【
事
務
・
土
木
】
高
校
卒
業
程
度

の
学
力
が
あ
り
、
昭
和
五
十
二

年
四
月
二
日
か
ら
平
成
二
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
身
体
障
害
者
対
象
の
区
分
で
の

受
験
希
望
者
は
、
さ
ら
に
次
の

す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

▽
介
護
者
無
し
に
受
験
並
び
に
通

勤
・
職
務
が
遂
行
で
き
る

▽
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
五
条

に
定
め
る
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る

▽
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対

応
で
き
る

試
験
日
時
・
会
場

【
一
次
】
九
月
十
六
日
（
日
）
午
前
九

時
－
有
終
会
館
（
教
養
試
験
・

適
性
検
査
）

【
二
次
】
十
月
二
十
七
日
（
土
）
市
役
所

（
作
文
試
験
・
口
述
試
験
）

申
込
受
付
期
間
八
月
一
日
（
水
）
－

二
十
日
（
月
）
（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
書
の
請
求
方
法
直
接
ま
た

は
郵
便
で
請
求
。
郵
便
の
場
合

は
封
筒
の
表
に
「
一
般
職
（
○

○
）
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱

書
き
し
、
あ
て
先
を
明
記
し
た

返
信
用
封
筒
と
百
二
十
円
切
手

を
添
え
て
送
付

※
カ
ッ
コ
内
の
○
○
に
は
事
務
、

土
木
の
い
ず
れ
か
を
明
記

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

申
込
方
法
申
込
書
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
写
真
を
張
り
直

接
持
参
ま
た
は
送
付

問
大
野
市
役
所
総
務
課
職
員
係

〒
9
1
2
-
8
6
6
6
大
野
市

天
神
町
1
－
1
（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1

内
線
2
4
1
）

消
防
職

採
用
予
定
人
員
二
人
程
度

受
験
資
格
高
校
卒
業
程
度
の
学

力
が
あ
り
、
昭
和
五
十
七
年
四

月
二
日
か
ら
平
成
二
年
四
月

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
日
本
国
籍
を
持
つ
方
に
限
り
ま
す

試
験
日
程
・
会
場

【
一
次
】
九
月
十
六
日
（
日
）
午
前
九

時
－
有
終
会
館
（
教
養
試
験
・

適
性
検
査
）
、
午
後
一
時
－
消

防
本
部
（
体
力
試
験
）

【
二
次
】
十
月
二
十
七
日
（
土
）
市
役

所
（
作
文
試
験
・
口
述
試
験
）

申
込
受
付
期
間
八
月
一
日
（
水
）
－

二
十
日
（
月
）
（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
書
の
請
求
方
法
直
接
ま
た

は
郵
便
で
請
求
。
郵
便
の
場
合

は
封
筒
の
表
に
「
消
防
職
試
験

申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

あ
て
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封

筒
と
百
二
十
円
切
手
を
添
え
て

送
付

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

申
込
方
法
申
込
書
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
写
真
を
張
り
直

接
持
参
ま
た
は
送
付

問
大
野
市
消
防
本
部
総
務
課

〒
9
1
2
-
0
0
8
4
大
野
市

天
神
町
7
－
1
4
（
T
E
L
6
6
・
0
1
1
9
）

　

市
で
は
、
越
美
北
線
の
通
勤
・

通
学
定
期
券
や
回
数
券
、
団
体
で

の
利
用
に
各
種
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

「
平
成
十
六
年
七
月
福
井
豪

雨
」
の
影
響
で
利
用
者
が
減
少
し

た
こ
と
か
ら
、
助
成
制
度
を
拡
充

し
て
き
ま
し
た
が
、
六
月
三
十
日

に
全
線
復
旧
し
た
こ
と
に
伴
い
、

助
成
割
合
を
変
更
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
な
お
、
十
月
一
日
適
用

分
か
ら
で
す
。

対
象
越
前
大
野
駅
ま
た
は
九
頭

竜
湖
駅
で
通
勤
・
通
学
定
期
券

や
回
数
券
、
五
人
以
上
の
団
体

で
乗
車
券
を
購
入
し
た
市
民

助
成
割
合

1
通
勤
・
通
学
定
期
券
利
用
区

間
の
購
入
費
の
二
割
（
六
カ
月

定
期
券
は
一
割
）

2
回
数
券
利
用
区
間
の
購
入
費

の
三
割

3
団
体
利
用
区
間
の
運
賃
の
五
割

申
請
方
法
（
申
請
時
に
印
鑑
と
郵

便
局
以
外
の
通
帳
が
必
要
）

1
通
勤
・
通
学
定
期
券
定
期
券

の
有
効
期
間
終
了
後
一
年
以
内

に
、
定
期
券
を
提
示

2
回
数
券
購
入
日
か
ら
一
年
以

内
に
、
回
数
券
の
最
終
券
（
表

紙
）
を
提
示

3
団
体
利
用
日
か
ら
一
年
以
内

に
、
越
前
大
野
駅
ま
た
は
九
頭

竜
湖
駅
が
発
行
す
る
証
明
書
を

提
示

※
証
明
書
の
発
行
で
駅
の
窓
口
が

混
み
合
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

乗
車
券
は
な
る
べ
く
前
日
ま
で

に
購
入
し
ま
し
ょ
う

問
生
活
防
災
課
市
民
生
活
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
1
）

対象切符と助成割合

1通勤・通学定期券購入費の2割。

ただし、6カ月定期は購入費の1割

2回数券購入費の3割

3団体利用利用区間の運賃の5割

※越前大野駅または九頭竜湖駅で購入
※10月1日以降に利用開始となる切符購入

分から適用

1
0
月
1
日
適
用
分
か
ら
割
合
変
更
…

越
美
北
線
の
利
用
助
成



平
成
1
9
年
3
月
末
現
在

市
の
財
政
状
況

市
の
財
政
が
ど
う
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
、
皆
さ
ん

が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
十
九
年
三
月
末
現
在
の

財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
予
算
現
額
に

は
十
七
年
度
か
ら
の
繰
越
額
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

おことわり

本来予算は千円単位で表示す

ることと定められていますが、

ここでは万円単位で表示し、

1万円未満は四捨五入で端数処

理しています

一般会計

（予算現額168億5850万円）

市の基本的な歳入（収入）・歳出（支出）を

経理する会計です。

歳入（収入済額）149億6895万円

歳出（支出済額）140億547万円

一
般
会
計

用
語
の
解
説

歳
入
（
収
入
）

■
市
税
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
く
税
金

■
地
方
交
付
税

全
国
ど
こ
で
も
一
定
水
準
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
財
源
の
不
足
す
る
地
方

公
共
団
体
に
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
税

■
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

市
が
行
う
仕
事
の
経
費
の
一

部
ま
た
は
全
部
を
国
や
県
が

負
担
す
る
お
金

■
繰
入
金

ほ
か
の
会
計
や
基
金
な
ど
か

ら
繰
り
入
れ
た
お
金

■
諸
収
入

市
税
の
延
滞
金
や
預
金
利
子

な
ど
の
お
金

■
市
債
事
業
を
行
う
た
め
借
り
入
れ

し
た
お
金

■
そ
の
他

地
方
譲
与
税
や
地
方
消
費
税

交
付
金
、
自
動
車
取
得
税
交

付
金
な
ど



市民一人（一世帯）当たりいくらになるの？

基金・市債・市税負担の各状況

　

市民一人、一世帯当たりの基金（貯金）・市債（借金）・市税負担の

各状況をお知らせします。なお平成19年3月末現在の人口（39，180

人）と世帯数（12，256世帯）の数値で計算しています。

基金（貯金）

市民一人当たり15万2941円

一世帯当たり48万8922円

基金は貯金のことで、一般会

計全体で20種類の基金がありま

す。残高は59億9223万円です。

市債（借金）

市民一人当たり58万8322円

一世帯当たり188万750円

市債は借金を指し、一般会計、

特別会計、企業会計合わせた残高

は230億5047万円です。

市税負担

市民一人当たり10万1720円

一世帯当たり32万5178円

市民の皆さんから納めていただく

市税は市民税や固定資産税、たばこ

税など全部で7種類あり、市税の決

算見込額は39億8538万円です。

特別会計

特定の事業を行うため一般会計と区分して経理し、その特殊性

を明らかにするために設けられている会計です。（単位：万円）

事業名 予算額
歳入 歳出

収入済額 割合 支出済額 割合

国民健康保険 347，622 307，619 88．5％ 318，000 91．5％

和泉診療所 10，955 8，265 75．4％ 10，348 94．5％

老人保健 454，508 420，773 92．6％ 426，479 93．8％

介護保険 267，685 255，413 95．4％ 238，572 89．1％

簡易水道 13，015 9，759 75．0％ 9，607 73．8％

農業集落排水 100，739 52，632 52．2％ 55，463 55．1％

下水道 181，012 90，069 49．8％ 110，706 61．2％

合計 1，375，536 1，144，530 83．2％ 1，169，175 85．0％

企業会計

民間企業と同じように、事業で得

た収入で支出を賄う、独立採算制

を原則とする会計です。当市の場

合は水道事業が該当します。

収益的収支

【収入】

予算現額14，108万円

収入済額13，773万円（97．6％）

【支出】

予算現額14，108万円

支出済額13，548万円（96．0％）

資本的収支

【収入】

予算現額5，741万円

収入済額5，796万円（101．0％）

【支出】

予算現額7，762万円

支出済額7，745万円（96．0％）

※資本的収支の収入に対する支出

の不足分は留保資金で補てん

歳
出
（
支
出
）

■
総
務
費

人
事
、
財
政
な
ど
の
管
理
費

用
や
、
企
画
、
統
計
な
ど
の

費
用

■
民
生
費

子
育
て
や
高
齢
者
、
障
害
者

な
ど
を
支
援
す
る
費
用

■
衛
生
費

医
療
や
保
健
、
環
境
保
全
、

ご
み
処
理
な
ど
の
費
用

■
農
林
水
産
業
費

農
業
や
林
業
、
水
産
業
（
内

水
面
）
振
興
に
か
か
る
費
用

■
商
工
費

商
店
街
や
企
業
誘
致
、
観
光

の
振
興
に
か
か
る
費
用

■
土
木
費

道
路
、
水
路
、
除
雪
、
公

園
、
住
宅
な
ど
の
費
用

■
教
育
費

幼
稚
園
や
小
中
学
校
（
教

師
の
給
与
除
く
）
の
管
理
運

営
費
用
や
、
社
会
教
育
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
費
用

■
公
債
費

市
債
（
市
の
借
金
）
を
返
済

す
る
た
め
の
費
用

■
そ
の
他

消
防
費
や
議
会
費
、
災
害
復

旧
費
な
ど



「
名
水
き
ら
り
ち
ゃ
ん
」
で
す
。
よ
ろ
し
く
！
！

ロ
ゴ
マ
ー
ク
愛
称
決
定

　

大
野
の
誇
れ
る
名
水
を
活
用
し
た
産
業
の
発

展
な
ど
を
目
指
し
、
「
大
野
市
名
水
を
活
か
し

た
水
先
案
内
実
行
委
員
会
」
が
三
月
に
作
成
し

た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た
。
広

く
市
民
か
ら
募
集
し
た
も
の
で
、
今
後
、
実
行

委
員
会
の
活
動
な
ど
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
活
動
予
定

を
紹
介
し
ま
す
。

名
付
け
親
は
園
児

　

市
民
や
市
内
で
働
い
て
い

る
方
、
大
野
出
身
者
を
対
象

に
募
集
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

愛
称
に
は
、
千
三
百
四
十
八

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

全
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ
に
合

う
こ
と
、
呼
び
や
す
さ
や
親

し
み
や
す
さ
、
老
若
男
女
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
な
ど

を
基
準
に
審
査
委
員
会
で
選
考

し
、
最
優
秀
作
品
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

今
回
決
ま
っ
た
愛
称
は
「
名

水
き
ら
り
ち
ゃ
ん
」
。
名
付
け
親

は
徳
堂
主
磨
君
（
貝
皿
・
三
歳
）
で

す
。
主
磨
君
が
何
げ
な
く
言
っ
た

言
葉
に
お
母
さ
ん
の
淳
子
さ
ん
が

「
名
水
」
と
付
け
て
応
募
し
た
そ

う
で
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
今
後
実
施

す
る
各
種
活
動
や
優
れ
た
名
水
特

産
品
へ
の
マ
ー
ク
シ
ー
ル
な
ど
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

8
月
以
降
の
各
種
活
動

　

実
行
委
員
会
で
は
誇
れ
る
名
水

を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、

新
し
い
特
産
品
の
開
発
を
行
う
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
八
月
以
降
実
施
予
定

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
名
水
体
験
（
八
月
十
五
日
）

　

七
間
通
り
を
会
場
に
打
ち
水
活

動
を
行
い
、
効
果
を
啓
発

▼
名
水
ツ
ア
ー
（
八
月
二
十
五
日
）

　

関
西
と
中
京
か
ら
観
光
客
を

誘
客
し
、
名
水
マ
ッ
プ
を
手
に
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施

▼
名
水
特
産
品
推
奨
制
度
の
確
立

（
秋
）

　

名
水
を
活
か
し
た
特
産
品
を
公

募
。
優
れ
た
商
品
を
名
水
特
産

品
と
し
て
推
奨
し
、
普
及
に
努

め
る

▼
名
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
秋
）

「
名
水
の
ま
ち
」
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催

問
大
野
市
名
水
を
活
か
し
た
水

先
案
内
実
行
委
員
会
事
務
局
（
総

合
政
策
課
内
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1

内
線
4
3
2
）

名
水
特
産
市
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、

実
行
委
員
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取

る
徳
堂
主
磨
君
と
両
親

これまでの取り組み

JR越前大
野駅前を会

場に、大勢
の市民や観

光客でにぎ

わった名水
特産市（写真上）。
下は御清水に設置した木製プランター

名水マップ



『
広
報
お
お
の
』
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

“
魅
力
あ
る
紙
面
づ
く
り
”
の
参
考
に

五
月
に
実
施
し
た
『
広
報
お
お
の
』
に

関
す
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
『
広
報
お
お
の
』
に
対
し

て
貴
重
な
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
手
に
と
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報

紙
」
と
な
る
よ
う
、
こ
の
結
果
を
魅
力
あ

る
紙
面
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

アンケートの概要

実施時期：5月1日－31日

調査方法：『広報おおの』5月号

と市ホームページへの掲載。回

収は直接持参するか封書、ファ

クスまたはＥメールで送付

抽選で5人の方に図書カードを

お送りしました。発送をもって発

表に代えさせていただきます

Q広報紙を見る頻度は

Q広報紙で楽しみな記事は（複数回答可）

別冊みっけ61％

特集／話題のひろば58％

市民のページ／裏表紙45％

てくてくリポート30％

教育のページ9％

Q紙面全体の印象は

文字の大きさ

ちょうど良い97％大きい3％小さい0％

文章の表現

普通53％分かりやすい44％

分かりにくい3％

ページ数

ちょうど良い73％少ない18％多い6％

どちらともいえない3％

色（カラー）

ちょうど良い73％少ない24％多い3％

Qあなたが知りたい情報は（複数回答可）

福祉67％／健康52％／歴史や文化48％／都市整備45％

環境問題42％／教育39％／産業振興33％／子育て支援18％

その他9％／県外から来たので、大野育ちの方にとって当たり前に見

てきた「大野らしい所」／市に対する市民からの要望と市長などからの回

答など）

Qその他の意見・提案など

【とじ穴・とじ方】

とじ穴を大きくしてほしい。本編と別

冊みっけのとじ方を統一してほしい。

【紙面構成や改善点】

障害のある方や活躍している市民などの

頑張っている様子を紹介。市民参加型の

広報紙作りを。レイアウトを工夫すべき。

【広報紙への感想など】

4月の紙面リニューアル以降、見やすく

なった。逆に見にくくなった。参考にし

ている。

印刷物は「縦書きの場合は

右とじ、横書きは左とじ」が

基本となります。本編と別冊

みっけについては導入前、

検討を重ねた上で、「本編は

雑誌や新聞などと同様に縦書

き、別冊みっけはお知らせす

べき情報を集約して分かりや

すくするため、横書きで構成

すべき」と判断し、現行の形

で発行することとしました。
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